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猶
地
球
の
梢
榊
額
は
地
球
内
部

の
髄
腔
分相
t

J-密
梯
七閥
係
も
持

っ
て
な
っ
て
=
の
瀬
野
の
研
究
も
顎
要
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
又
地
球
陥

囲
憾
む
地
軸
の
ま
は
り
の
狙
帽
蜘
惰
硯
で
あ
る
Tl
す
る
代
り
に
最
も

l

駿
的
な
ろ
三
相
楠
胤
健
tJ
し
て
の
研
究
も
あ
る
の
で
あ
る
が
ー
‥
れ
等

に
閲
し
て
は
何
れ
攻
め
て
撃
か
軌
,=
度

い
'J
思
ふ
｡

曲
の
稀
か
起
す
に
懲
り
左
の
帝
物
に
色
々
賀
ふ
朗
が
大
で
あ
っ
ii
｡
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地

理

散

財

と

し

て

の

地

形

図

(第
二
十
四
)

熊
野
川
沿
岸
地
方
と

紀
州
の
束
薗
海
岸

陸
地
測
盈
部
二
十
鵡
分

7
地
形
園
田
迫
1
回
五
節
分

7
地
形
圃
十
砕

州
､
新
宮
､
那
智
.
串
本
.
地
質
調
査
所
二
十
前
分

7
地
質
囲
-
那

轡
回
順
､
籍
哨

紀

伊

の

.東
南

'
熊
野
地
方
は
'
歴
史
的
に
は
榊
武
天

皇
の
御
演
種
以
凍
.
胡
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
に
か
け
'

種
々
の
事
件
の
起
っ
た
虚
で
.
史
的
名
勝
が
頗
る
多
-

地
文
的
に
は
橋
杭
岩
'
那
智
の
藩
布
.
静
八
丁
も
蕗
之

峰
岱
泉
等
が
著
名
で
'
叉
経
漕
的
に
は
山
林
に
木
材
.

地
理
教
材
ミ
し
て
の
地
形
固

海
に
海
産
物
の
巣
窟
を
以
て
遮
妃
に
知
ら
れ
'
熊
野
炭

田
の
無
焔
衆
も
'
亦
近
畿
地
方
中
他
に
無
い
僻
産
物
で

あ
る
｡
斯
-
種
々
の
鮎
か
ら
頗
る
注
意
に
雌
す
る
地
方

で
あ
る
の
に
'
賓
地
は
掛
愛
し
た
人
の
比
較
的
少
な
い

の
は
'
基
位
蕊
の
僻
遠
だ
二
文
通
の
不
便
･,J
に
観
る
だ

ら
-
yLt思
は
る
ゝ
｡

陸
路
の
交
通
は
､

大
和
の
五
修
か
ら
山
越
わ
し
で
十

)

排
川
の
上
流
に
出
で
'
川
に
沿
ふ
て
下
る
に
し
て
も
'

ス
J･･･
･･.

叉
西
醇
岸
の
田
蓮
町
か
ら
同

塵

見
に
出
て
'
海
岸
揖
路

を
辿
る
に
し
て
も
.
潟
路
は
あ
し
-
.
山
坂
は
多
′I
t

〓
一

三
三



地

球

第
六
懲

随
分
困
難
で
あ
る
ら
し
い
が
.
海
路
な
ら
奪
臼
二
回
p

大
阪
苗
鼎
･,J
新
陽
商
躯
の
両
禽
敵
の
汽
鼎
が
p
大
阪
.

勝
浦
間
を
往
復
し
て
居
て
'
大
阪
か
ら
勝
浦
港
ま
で
十

五
時
間
で
到
達
す
る
革
が
出
水
'
勝
浦
か
ら
熊
野
川
河

口
の
新
宮
町
道
は
F
汽
車
約

1
時
間
で
行
-
事
が
出
水

新
宮
か
ら
瀞
八
丁
叉
は
本
宮

へ
は
'
プ
ロ
ペ
ラ
の
上
に

弘
道
し
.
瓦
斯
機
関
で
遅
晒
す
る
特
有
飛
行
船
の
〟快
速

カ
を
利
用
し
'
僅
々
三
時
間
飴
で
熊
野
川
の
急
流
を
十

異
飴
潮
る
こ
yJ
が
出
凍
る
か
ら
､
帆
躯
や
引
贈
時
代

の

交
通
の
不
榎
に
比
べ
て
は
p
異
に
香
焼
の
差
が
あ
る
だ

い
ふ
て
よ
か
ら
う
｡

地
形
地
質
の
特
融

地
形
間
を
観
て
鑑
に
束
の
附
-

迫
-
.
此
地
方
は
山
岳
地
で
.
概
し
て
山
骨
種
々
急
峻

な
る
斜
和
を
以
て
河
海
に
臨
み
.
低
率
の
地
に
乏
し
い

革
.IJ
.
河
流
の
屈
曲
の
甚
し
い
轟
AJJ
で
あ
る
'
地
髄
の

骨
格
を
成
す
蓬
山
脈
は
'
何
れ
も
酉
々
南
か
ら
東
々
北

に
斬
走
し
て
居
る
が
.
其
間
に
幾
多
放
射
状
の
肢
節
を

出
し
.
就
中
屡
々
子
年
諏
状
に
走
る
小
支
脈
が
慌
巌
に

謎
め
ら
る
ゝ
'
其
著
し
い
の
は
五
萌
静

山
地
形
固
十
津

川
国
編
で
'
柁
;+野
川
･山
上
流
､
IT
的仲
川
､似
丙
刑
に
於
け

第
二
戟

〓lT

三
四

る
山
勢
に
是
が
究
は
る
ゝ
の
み
な
ら
ず
､
其
東
方
に
於

て
'
笠
拾
山
(海
抜

二
二
五
二

◎七
光
)
か
ら
蛇
崩
山
二

〇
五
七
)
を
准
て
'
南
方
犬

泰山
に
至
る
達
観
だ
､
夏

に
宜
合
川

(北
山
川

一
支
流
)
の
沃
峡
谷
を
距
て
ゝ
.

束
に
蛍
光
す
る
.
茶
臼
山
か
ら
西
ノ
峯
〓

1
二
三
･
立

莱
)
を
経
て
.
北
山
川
を
横

-
.
南
方
温
か
に
ツ
エ
ノ

峰
(六
四
立
米
)
に
亙
れ
る
山
背
の
如
き
は
硝
々
顕
著
な

も
の
で
あ
る
｡

銅
版
に
丑
っ
の
は
.
西
北
か
ら
東
南
に
遮
る
山
嶺
で

十
津
川
圃
幅
で
は
､
西
北
隅
の
行
仙
岳
か
ら
.
固
帽
の

中
央
部
を
射
角
線
状
に
走
-
.
斧
山
p
醐
山
'
ツ
エ
ノ

峰
を
包
帝
す
る
も
の
.
同
幅
の
東
北
部
で
笠
拾
山
､
茶

目
t
p
雨
谷
山
を
包
括
す
る
も
の
･ゝ
如
き
は
神
々
著
し

い
｡
叉
新
宮
因
幡
に
於
て
も
'
南
北
東
商
の
連
嶺
は
'

熊
野
川
の
両
側
に
聯
走
L
t
那
智
同
幅
で
は
'
太
田
川

や
9
着
座
州
両
側
の
山
背
に
失
敬
之
を
追
跡
し
得
る
0

紀
伊
南
部
に
於
て
.
熊
野
川
本
支
流
を
初
め
.
太
田

川
､
古
座
川
等
の
川
流
は
.
何
れ
も
ま
73-1
脈
に
封
し
て

は
横
谷
を
形
成
し
.
山
骨
を
成
せ
る
岩
石
は
何
れ
も
糾

合
に
断
固
で
あ
る
･1.-
.
釈
-
し
て
急
L･B
る
湛
谷
を
蝕
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下
に
凍
て
'
河
北
鳥
曲
の
儀
#
.A
._
各
に
'
揮
rTt鳶
雷

や
石
英
粗
面
岩
蝿
域
を
決
る
ゝ
▲
よ
-
も
､
中
盤
雷
雛

壇
を
獲
る
ゝ
I
の
方
が
t

T
雷
義
雛
な
る
屈
曲
A
J集
し

て
居
る
'
是
は
中
生
雷
中
に
庸
鞘
｢
淋
争
点
｣
の
農
石
た

る
嘉
色
耗
坂
岩
や
'
兼
白
色
助
黒
鍵
な
鹿
賀
岩
の
尊
雷

が
あ
-
て
'
我

々
た
ち
童
量
の
粒
状
葡
糧
を
毒
し
'
畿

か
っ
た
義
*
h
PJ
,′
.

H
H
Hu
n
mH
円
H
u

b
苦

誉

徽
徽
:.

に
患
.<
簾
で
も
与

.,.

が
､
青
野
婁

9
..

の
水
魔
岩
に
此
し
著
し
-

め
で
あ
る
'
曲
折
多
義
の
卵

優
蝕

に
概
故
す
る
集

爾
岸
に
せ
か
も
慶
嘉

を
丑
で
禰
ね
た
様
な
■
八
丁
の
奇
勝
は
'
垂
-
こ
の
方

石
の
特
徴
で
あ
る
'
彼
の
頼
山
場
が
天
下
義

こ
せ
絶
景

し
た
畳
棟
の
専
嶋
藻
は
'
上
野
の
妙
義
山

u
同
じ
く
､

集
嶋
鱒
の
侵
蝕
に
JE
Eる
奇
勝
で
あ
る
が
､
倉
石
が
割
合

に
農
雛
し
員

い
.の
で
'
山
骨
我

々
の
妙
義
に
乏

t
i
･

角
閃
婁
曽
賓
由
倉
上
b
慮
れ
る
薪
耶
馬
の
{
膿
に
貴
ば

な
い
が
､
叢
の
書

も
'
轟
沈
が
狭
小

で
.*

Lが

醜

く
､
考
鷹
'

八
丁
の
蝉
徽
鱒
鷹
に
鶏
む
亀
鼻
に
員
ぼ
義

嶋
亀
義
鴨
t1も
て
や
義
解
■

央
&
尊
重

で
.
丈

に
繭
集

鯵
の
義
誉

暮

I

L
.て
磨
る
著

し
て
'
貫
LiL
兼
鼻

か
鼻
音
膿
も
'
+
.

濃
刈
責
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十
･..
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地

域

部
六
塔

に
涯
に
交
通
の
舵
亦
昔
日
の
談
に
あ
ら
ず
'
様
々
数
日

に
し
て
'
足
を
穿
せ
ず
.
往
復
が
出
凍
る
の
に
p
幾
多

の
文
人
墨
客
が
'
是
絶
勝
を
観
賞
L
t
山
陽
を
凌
溺
す

る
底
の
大
文
章
を
披
礎
し
.
之
を
江
湖
に
韻
介
す
る
者

の
甚
だ
稀
少
な
る
は
p
障
る
憧
静
に
堪

へ
無
い
｡

新
宮
か
ら
挿
詔
溝
の
三
十
三
間
堂
棟
木
の
由
魂
に
繰

あ
る
楊
枝
薬
師
の
商
連
ま
で
.
熊
野
川
の
南
岸
は
'
皿

粒
状
石
英
粗
面
岩
(俗
祁
鬼

ミ
カ
ダ
)
で
.
柱
状
節
理
の

敏
速
せ
る
満
め
.
殆
ん
で
直
立
の
懸
崖
が
度
々
に
在
-

て
.
於
羅
播
嘱
宛
然
南
番
の
趣
が
あ
-
'
積
翠
滑
る
が

如
き
間
.
白
布
を
懸
け
た
標
に
.
大
小
の
波
布
が
数
多

眺
め
ら
る
.
こ
の
港
布
の
多

い
革
も
亦
此
地
方
の

1
時

微
で
'
日
本

l
}J
誇
-
て
居
も
.
直
下
五
百
尺
の
稲
あ

る
那
智

り
混
布
や
.
陰
陽
の
瀧
等
も
'
亦
こ
の
石
英
軸

面
岩
の
崖
に
懸
-
て
居
る
.
日
光
華
厳
の
瀧
は
封
岸
の
L

上
か
ら
望
見
す
る
の
で
'
鉢
の
中
途
ま
で
降
-
て
望
見

し
得
る
に
止
る
が
.
非Is
智

の
瀧
は
'
瀧
恵
の
横
に
覚
る

下
方
か
ら
.
殆
ん
で
重
機
を
仰
ぎ
望
ま
れ
'
水
量
も
華

厳
よ
-
も
多
い
横
で
あ
る
か
ら
'
其
壮
観
は
彼
の
比
で

揮
い
0

第

二
批

〓

四

三
六

熊
野
地
方
の
中
塗
膚
及
び
第
三
紀
膚
は
T
之
を
突
き

破
-
て
噴
出
し
た
前
記
石
英
粗
面
岩

の虜
め
に
'

山
部

碇
化
叉
は
硬
化
さ
れ
て
居
る
か
ら
'

他
S
由

方
の
中
生

暦
や
第
三
紀
静
に
比
べ
て
岩
贋
が
著
し

-
料
-
.
地
膚

の
榊
流動
も
敵
甚
で
あ
る
'
十
津
川
ビ
北
山
川
の
禽
合
鮎

(ヂ
ア
ヒ
)
附
近
に
あ
る
'
熊
野
涙
田
の
無
痛
衆
は
.
節

三
紀
砂
岩
'
貿
岩
の
亙
瀞
中
に
介
在
せ
る
石
浜
で
あ
る

が
'
求
化
作
用
は
非
常
に
進
ん
で
p
百
分
中
骸
教
分

は

八
七
二
1六
に
遷
し
.
揮
発
分
は
位
に

二
七

〇
許
-
に

過
ぎ
な
い
の
は
'
此
石
英
粗
面
岩
の
噴
出
が

'
炭
化
作

用
に
最
も
有
力
で
あ
っ
た
PJJ
推
定
せ
ざ
る
を
得
ぬ
｡
現

に
前
記
出
合
ひ
の
蒐
な
る
小
瓶
村
膏
川
次
坑
で
は
'
凝

水
質
石
英
粗
面
岩
が
深
層
に
拝
観
L
t
噺
厨
の
間
際
に

も
侵
入
せ
る
こ
と
を
'
那
智
地
質
同
幅
説
明
書
中
に
p

大
集
畢
士
が
記
赦
し
て
ゐ
る
｡
窮
犀
は
厚
さ
約
三
妃
六

寸
の

一
層
に
過
ぎ
無
い
が
'
煤
胆
無
-
.
駿
熱
量
が
多

い
か
ら
'
石
衣
燦
や
セ
メ
ン
ト
製
造
の
燃
料
だ
し
て
'

明
治
北
七
人
年
頃
の
石
衣
好
況
時
代
に
は
'
香
川
'
宮

井
､
奥
谷
'
捻
揮
'
志
古
等
の
衆
山
か
ら
盛
に
採
掘
せ

ら
れ
.
植
仰野
次
の
名
は
四
方
に
喧
樽
せ
ら
れ
た
が
'
租



々
り
故
障
の
承
め
､
基
後

叫
向
僚
展
せ
ず
､
現
今
は
只

微
々
と
し
て
小
規
模
に
稼
わ
せ
ら
る
ゝ
欝
況
で
あ
る
｡

地
質
構
造

紀
伊
平
島
の
骨
格
を
形
成
す
る
地
環
は

四
闇
だ
舶
呼
臆
し
.
結
晶
片
岩
系
か
ら
'
古
生
代
.
中

生
代
(保
雄
配
'
自
重
配
)及
び
些

二
死
に
亙
る
各
地
厨

が
両
々
南
か
ら
兼
々
北
に
延
び
樽
状
を
濁
し
て
北
か
ら

南
に
配
列
し
て
屠
る
の
で
'
室
山
脈
は
何
れ
も
他
方
向

に
克
-
.
主
要
な
る
地
質
構
造
線
も
亦
是
に
中
桁
で
竿

島
の
北
で
は
紀
ノ
川
縦
谷
に
よ
-
て
代
表
せ
ら
れ
其
南

端
で
は
浦
和
磯
田
か
ら
.
西
方
峯
山
の
北
に
及
べ
ーる
石

其
胤
両
署
及
び
大
島
の
石
英
閃
綿
岩
や
'
石
基
斑
岩
の

分
布
が
.
明
に
こ
の
地
肇
構
造
上
の
窮
顔
に
沿
ふ
て
侵

入
し
た
事
を
示
し
.
肯
田
川
や
日
高
川
の
流
路
の
大
勢

カ
ナ

及
び
丙
傘
婁
郡
瀬
戸
鉛

山

村
附
淀
の
温
泉
の
分
布
や
､

鎗
山
鋸
山
の
鍍
脈
の

1
般
走
向
に
も
'
亦
こ
の
政
を
看

取
す
る
事
が
出
凍
る
｡

¢

更
に
前
記
の
L構
造
線
に
審

々
直
角
な
構
造
錐
が
あ
っ

て
.
西
北
か
ら
南
北
に
近
い
方
向
に
放
射
状
を
栗
L
p

隼
島
南
部
の
熊
野
川
や
太
田
川
'
魯
鹿
川
の
様
;i,主
要

の
川
流
に
よ
-
て
代
表
せ
ら
る
Jl
の
み
な
ら
ず
.
地
形

地
理
教
材
TJ
し
て
の
地
形
固

の
盛
に
記
述
し
た
温

-
.
幾
多
の
肢
節
山
脈

に
よ
h
て

示
さ
れ
'
叉
石
英
斑

岩
.
石
英
凱
而
岩
や
泥
泉
分
布
の

上
に
も
彰
ほ
れ
て
居
る
'
即
ち
竿
島
の
束
北
に
於
て
大

和
膏
野
郡
の
明
星
ケ
孜
か
ら
輝
迦
ケ
練
を
経
て
.
地
織

の
森
山
の
商
に
至
る
石
英
斑
岩
や
'
南
牟
婁
郡
の
中
部

か
ら
来
車
婁
那
那
智
の
南
'
妙
法
山
に
翌
る
石
英
粗
面

岩
の
大
岩
塊
の
如
き
は
.
明
に
麗
々
子
午
線
状
に
延
.A

し
て
屠

-
'
叉
湯
の
峰
や
川
湯
'
勝
浦
.
蕗
ノ
川
の
各

温
点
の
分
布
に
も
亦
こ
の
方
向
が
認
め
ら
る
ゝ
｡

前
記
の
二
構
造
線
の
中
'
前
者
は
大
醗
本
州
の
娃
長

方
向
に

一
致
し
'
即
ち
縦
の
同
心
状
構
造
線
で
あ
っ
て

扱
者
は
之
を
横
切
る
横
の
放
射
状
構
造
兼
だ
い
ふ
べ
き

も
り
で
､
鵡
兼
を
揖

7
次
だ
す
れ
ば
'
横
兼
は
共
棲
に

出
凍
た
第
二
次
の
も
の
で
あ
る
.
こ
の
縦
の
構
造
珠
に

沿
ふ
た
地
塊
運
動
の
結
果
は
'
瀬
戸
内
階
段
地
帯
だ
し

て
現
は
れ
.
横
の
構
造
線
に
沿
ふ
た
地
塊
運
動
の
結
果

は
'
紀
伊
水
道
や
伊
勢
摺
.
琵
琶
湖
の
階
捉
地
}J
し
て

看
取
せ
ら
る
ゝ
｡

熊
野
地
方
の
川
流
は
'
こ
の
霧
二
次
的
の
横
構
造
版

に
沿
ひ
'
侵
蝕
解
析
の
作
用
を
這
う
し
た
も
の
で
'
撰

t富

三
七



地

球

鱒
六
食

谷
は
何
れ
も
狭
-
し
て
深
-
.
懸
崖
相
接
し
.
水
洗
は

･.

頗
る
急
で
.
奔
滞
岩
に
激
し
.
河
口
の
附
淀
ま
で
'
下

流
低
域
に
普
通
な
沃
野
展
開
の
濃
趣
が
嫌
い
o
海
岸
も

新
宮
だ
佐
野
の
附
淀
に
小
中
野
が
あ
る
の
み
で
'
他
は

石
英
粗
面
岩
か
叉
は
第
三
紀
暦
で
懸
崖
を
以
て
海
に
臨

み
.
新
宮
か
ら
勝
浦
迄
の
問
に
三
瓶
寺
'
御
手
洗
の
勝

が
あ
ら
.
汽
串
の
窓
か
ら
.
紳
武
御
栄
征
の
昔
を
偲
ば

し
め
'
勝
浦
に
は
､
山
成
島
'
千
感
激
'
志
掃
洞
､
蕪

生
洞
等
の
奇
観
が
あ
-
'
断
巌
突
先
太
卒
坪
の
tn.L溝
に

両
L
t
･
大海
吐
春
の
概
あ
る
の
み
な
ら
ず

爽

気

肌
を
亜

ふ
て
徐
ろ
に
仙
境
に
入
る
の
恩
あ
ら
し
め
る
｡

岩
礁

3'.1
配
列
は
南
北
で
.
第
三
紀
砂
岩
'
頁
岩
に
於

け
る
節
理
の
方
向
ビ

l
致
し
て
居
る
.
志
蹄
洞
は
砂
岩

.,)貢
岩
上
-
成
-
.
千
虚
数
は
物
色
頁
岩
で
あ
る
｡

轟
本
の
橋
杭
岩
は
石
英
風
面
岩
で
'
北
々
西
よ
り
両

々
寛
に
署
々
直
線
状
に
噺
列
し
.
岩
脈
の
佼
蝕
せ
ら
れ

た
名
種
で
あ
る
｡
(石
川
)

八八〈〈((ハ～ソ√JVハノt
l

鰐
二
親

〓
六

三
八

0
雑
誌

『
人
文
地
理
』
現
は
る

砲
撃
の
勃
興
1]
共
に
地
単
称
間
難
詰
+}
し
て
地
撃
粕
蕗
ー
地
質

単
軸
蒜
､
地
租
撃
評
論
'
地
理
教
育
雅
我
か
地
班
か
敗

へ
空
前
の

盛
職
･相
星
し
て
磨
る
が
､
=
ゝ
に
小
田
内
､
今
.
大
内
諸
氏
の
編

栂
_こ
係
る
『
人
文
地

組kり
坐れる
め
り
｡
呼
_こ
し
文
地
組
の
榊
鍔

に
資
せ
ん
ミ
す
る
は
徒
狐
の
我
日
本
の
地
規
準
研
究
の
欠
陥
か
搬

す
ii
も
の
で
あ
る
O
各
論
にニ
各
特
色
わ
リ
ー
嫁
に

『
人
文
地
艶
｣

り
抱
或
は
偉
大
むIi
も
の
み
ろ
が
如
′
､之
在
所
聖
す
る
に
仰
来
り
地

攻
撃
に
随
従
し
-･tJ
我
日
本
の
地
租
蝉
界
か
向
上
ぜ
し
め
ん
W
す
る

桟
橋
が
明
に
見
え
ろ
｡
創
刊
粥
_二
は
大
内
戊
の

『
人
文
地
規
準
の

地
位
r

小
田
内
戊
の

『
朝
鮮
り
火
_逸
民
』
今
戊
の
『
小
笠
原
群
島

研
究
r

附
しt
戊
の

『
大
ロ
シ
ア
人
の
付
り
形
i
寄
り
譜
論
文
寸}

共
に
地
方
誌
の
こ
節
が
み
る
｡
回
に
云
ふ
本
諸
は
年
四
回

(
七
ー

十
､
二

四
日
費
打
で
)

一
部

六
十
銀
ー

懸
軍
邦
暮ェ
文
京
牛
込

糾
錦
町
誤
文
闇
で
み
ろ
0

〟･


